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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像表示装置に内蔵された外部機器の制御装置であって、少なくとも１つ以上の外部機
器制御信号出力回路と少なくとも１つ以上の制御信号入力回路を備え、前記映像表示装置
が予め設定した動作状態になったときに前記外部機器制御信号出力回路より外部機器に対
して制御信号を出力すると共に、外部機器から入力される制御信号を前記制御信号入力回
路で検出して前記映像表示装置の動作を制御する映像表示装置の外部機器制御装置におい
て、
　前記外部機器制御信号出力回路が外部機器に対して制御信号を発生する動作の実行およ
び禁止と、前記制御信号入力回路が外部機器より入力される制御信号によって前記映像表
示装置の動作を制御する動作の実行および禁止を独立に制御することができ、
　さらに、前記外部機器制御信号出力回路が外部機器に対して制御信号を出力している間
は、前記制御信号入力回路で前記制御信号の状態を監視するように構成され、
　前記制御信号が異常な状態になった時には、前記制御信号入力回路は、前記外部機器制
御信号出力回路からの前記制御信号の出力を停止させることを特徴とする映像表示装置の
外部機器制御装置。
【請求項２】
　前記外部機器制御信号出力回路が外部機器に対して制御信号を発生する動作の実行およ
び禁止と、前記制御信号入力回路が外部機器より入力される制御信号によって前記装置の
動作を制御する動作の実行および禁止の設定を映像表示装置のメニューで設定することを
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特徴とする請求項１記載の映像表示装置の外部機器制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像表示装置より外部機器の動作を制御する、または、外部機器より当該映
像表示装置の動作を制御する映像表示装置の外部機器制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ビデオディスクプレーヤーなどの普及に伴い、大画面で迫力のある映像を表示す
ることができる大画面の映像表示装置への需要が高まってきている。大画面の映像表示装
置としては、例えば、投写型映像表示装置であるプロジェクター装置があり、プロジェク
ター装置とスクリーンを組み合わせて大画面映像を表示する方法がある。プロジェクター
装置とスクリーンを組み合わせて用いる場合、スクリーンは、表面の損傷を防ぐために、
一般的に映像を見ないときには収納しておき、使用する時に取り出して展開し、使用後に
は再び収納されるが、使用者にとっては映像を鑑賞する度にスクリーンの展開と収納を行
うのは煩わしい作業である。
【０００３】
　スクリーンの展開と収納の作業を簡便にするために、モーターとスイッチ等を用いてス
クリーンの展開と収納を行う方法もあるが、さらにこの作業を簡便にするために映像表示
装置であるプロジェクター装置や音声装置である音声アンプに制御信号出力回路を設け、
プロジェクター装置や音声装置の動作によって制御信号を出力することによって装置の動
作に連動させてスクリーンの展開と収納を行う装置も提案されている。
【０００４】
　このようにプロジェクター装置に内蔵したような従来の映像表示装置の外部機器制御装
置としては、例えば、特許文献１に記載されているようなものがある。図４は、従来の映
像表示装置の外部機器制御装置の一例の構成を示した構成図である。
【０００５】
　図４において、１００はプロジェクター装置、１０１は映像信号源、１０２はスクリー
ン、１１０はスクリーン１０２の展開収納装置、１１１は展開収納装置１１０の制御回路
、１１２はモーター１１３の駆動回路、１１３はスクリーン１０２を展開／収納するため
のモーターである。
【０００６】
　図４のように構成された従来の映像機器の外部機器制御装置についてその動作を説明す
る。映像信号源１０１からの映像信号は、プロジェクター装置１００に入力されるととも
に、展開収納装置１１０の制御回路１１１にも入力される。制御回路１１１は映像信号の
有無を判断し、映像信号がある時は駆動回路１１２に対してスクリーン１０２を展開する
ようにモーター１１３を駆動するような制御信号を発生する。一方、映像信号がないとき
は駆動回路１１２に対してスクリーン１０２を収納するようにモーター１１３を駆動する
ような制御信号を発生する。このように特許文献１には、映像信号の有無に応じてスクリ
ーンの展開／収納を制御するような映像表示機器の外部機器制御装置に関する技術が記載
されている。
【０００７】
　また、プロジェクター装置の動作に連動して外部機器への制御信号を発生する外部機器
制御装置もある。図５は、プロジェクター装置の動作に連動して外部機器への制御信号を
発生する従来の外部機器制御装置の構成の一例を示した構成図である。
【０００８】
　図５において、１０５は外部制御機器制御装置の制御回路、１０６は外部機器制御信号
出力回路、１０７は制御信号の出力端子である。
【０００９】
　図５のように構成された従来の映像機器の外部機器制御装置についてその動作を説明す
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る。プロジェクター装置１００がＯＮ状態に有るとき、制御回路１０５は外部機器制御信
号出力回路１０６を制御信号を出力するように制御し、プロジェクター装置１００がＯＦ
Ｆ状態に有るときには、制御信号を出力しないように制御する。このように構成された制
御信号でスクリーンの展開収納装置１１０を制御することでスクリーンの展開／収納を行
うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開平９－３２５４２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　以上のように構成された従来の映像表示機器の外部機器制御装置の一例では、映像信号
の有無によってスクリーンの展開／収納を制御していた。そのため、スクリーンの展開／
収納はプロジェクター装置の動作ではなく、信号源の動作に連動するので、映像信号を切
り換えたりする場合で映像信号が無信号状態になったときなどは、無信号状態に連動して
スクリーンが収納されてしまうといった問題点があった。
【００１２】
　プロジェクター装置の動作に連動して外部機器への制御信号を発生するように構成され
た映像表示機器の外部機器制御装置では、スクリーンの展開／収納がプロジェクター装置
の動作に連動して行われるため、上記したような課題は生じない。
【００１３】
　ところで、昨今の映像は映像の縦と横の比率であるアスペクト比が一種類でなく色々な
アスペクト比があるので、映像のアスペクト比に対応したスクリーンを使いたいという要
望がある。この要望に対して、アスペクトの異なる複数のスクリーンを用い、映像のアス
ペクト比に応じてスクリーンを使い分ける場合がある。
【００１４】
　従来の映像表示機器の外部機器制御装置では制御信号は出力だけであったので、スクリ
ーンの展開／収納といった制御は可能であったが、スクリーンを変更するときに映像を非
表示状態にする映像ミュートを行うといった、映像表示機器に対する制御はできなかった
。そのため、スクリーンの変更中も映像が表示されているので、品位が悪いといった問題
点があった。
【００１５】
　また、使用者がプロジェクター装置の制御信号の出力端子にどのような外部回路を接続
するかは分からないので、もし、使用者が制御信号の出力回路の定格から外れた使用の外
部回路を接続した場合、プロジェクター装置の制御信号出力回路に過電流が流れ、最悪の
場合はプロジェクター装置の発火や発煙といった事故につながる危険性があった。
【００１６】
　本発明は上記した従来の問題点を鑑み、映像表示装置の外部機器制御装置において、外
部機器からプロジェクター装置を制御することが可能である映像表示装置の外部機器制御
装置を提供することを目的とする。さらには、制御信号の出力回路に定格から外れた外部
回路を接続されても事故につながらない映像表示装置の外部機器制御装置を提供すること
を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記した従来の課題を解決するために、本発明の映像表示装置の外部機器制御装置は、
映像表示装置に内蔵された外部機器の制御装置であって、少なくとも１つ以上の外部機器
制御信号出力回路と少なくとも１つ以上の制御信号入力回路を備え、前記映像表示装置が
予め設定した動作状態になったときに前記外部機器制御信号出力回路より外部機器に対し
て制御信号を出力すると共に、外部機器から入力される制御信号を前記制御信号入力回路



(4) JP 5434459 B2 2014.3.5

10

20

30

40

50

で検出して前記映像表示装置の動作を制御する映像表示装置の外部機器制御装置において
、前記外部機器制御信号出力回路が外部機器に対して制御信号を発生する動作の実行およ
び禁止と、前記制御信号入力回路が外部機器より入力される制御信号によって前記映像表
示装置の動作を制御する動作の実行および禁止を独立に制御することができ、さらに、前
記外部機器制御信号出力回路が外部機器に対して制御信号を出力している間は、前記制御
信号入力回路で前記制御信号の状態を監視するように構成され、前記制御信号が異常な状
態になった時には、前記制御信号入力回路は、前記外部機器制御信号出力回路からの前記
制御信号の出力を停止させることを特徴としたものである。
【発明の効果】
【００１９】
　以上のように本発明の映像表示装置の外部機器制御回路では、外部機器より映像表示装
置であるプロジェクターの動作を制御できるので使用者の利便性を向上させることができ
る。また、出力制御信号の状態を監視して制御することにより、映像表示装置の信頼性を
高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施例１に係る映像表示装置の外部機器制御装置で外部制御機器を制御
する場合の動作を説明するための構成図
【図２】本発明の実施例１に係る映像表示装置の外部機器制御装置を外部制御機器から制
御する場合の動作を説明するための構成図
【図３】本発明の実施例２に係る映像表示装置の外部機器制御装置で外部制御機器を制御
する場合の動作を説明するための構成図
【図４】従来の映像表示装置の外部機器制御装置の一例を示した構成図
【図５】従来の別の映像表示装置の外部機器制御装置の一例を示した構成図
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態について図１から図２を参照しながら説明する。
【００２２】
　（実施例１）
　図１および図２は本発明の実施例１に係る映像表示装置の外部機器制御装置の構成の一
例を示した構成図である。図１および図２では制御信号出力回路と制御信号入力回路を各
１組有する場合の構成を示している。
【００２３】
　図１ではプロジェクター装置１００より外部機器を制御する場合の動作を説明する。な
お、図４に示した従来の映像表示装置の外部制御装置の一例と同じ構成要素には同一符号
を付し、詳細な説明は省略する。
【００２４】
　図１において、１００は映像表示装置であるプロジェクター装置、１０２はスクリーン
、１１０はスクリーン１０２を展開／収納するための展開収納装置、１１はプロジェクタ
ー装置１００と外部機器制御装置の制御回路であるマイコン、１２は外部機器制御信号出
力回路、１３はＡ／Ｄコンバーター、１４は入力制御信号と外部機器制御出力信号を分離
するためのダイオード、１５は制御信号の入出力端子である。また、１６は制御信号入力
回路であり、Ａ／Ｄコンバーター１３とマイコン１１より構成されている。
【００２５】
　以上のように構成された映像表示装置の外部機器制御装置についてその動作を説明する
。
【００２６】
　マイコン１１はプロジェクター装置１００が外部機器制御出力信号を出力させるモード
に設定してあり、かつ、プロジェクター装置１００が予め設定した動作状態であると判断
したとき、外部機器制御信号出力回路１２を制御して外部機器制御出力信号を出力させる
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。外部機器制御出力信号は入出力端子１５を通って展開収納装置１１０に入力される。展
開収納装置１１０は外部機器制御出力信号が入力されるとスクリーン１０２を展開する。
【００２７】
　また、マイコン１１はプロジェクター装置１００が予め設定した動作状態でないと判断
したとき、外部機器制御信号出力回路１２を制御して外部機器制御出力信号の出力を停止
させる。展開収納装置１１０は外部機器制御出力信号の入力が停止するとスクリーン１０
２を収納する。
【００２８】
　このようにしてプロジェクター装置１００よりスクリーン１０２の展開および収納を操
作することができる。以上の動作は従来の映像表示機器の外部機器制御装置の動作と同様
である。
【００２９】
　ここで、外部機器制御出力信号を出力させたり停止させたりする「プロジェクター装置
１００の予め設定した動作状態」とは、例えば、プロジェクター装置１００がＯＮになっ
ている状態であったり、特定の映像信号を受像している状態といった様に設計者が自由に
決めることができる動作状態であり、特にプロジェクター装置１００の動作状態が限定さ
れるものではない。
【００３０】
　次に図２で本発明の実施例１に係る映像表示装置の外部機器制御装置を外部制御機器か
ら制御する場合の動作を説明する。なお、図１と同じ構成要素には同一符号を付し、詳細
な説明は省略する。
【００３１】
　図２において、３０はプロジェクター装置１００の動作を外部より制御するための外部
制御機器である。制御信号入力回路１６はＡ／Ｄコンバーター１３とマイコン１１より構
成されており、マイコン１１はプロジェクター装置１００が外部制御機器からの入力制御
信号を入力するモードに設定してあるとき、外部制御機器３０から入出力端子１５に入力
される入力制御信号をＡ／Ｄコンバーター１３でデジタル信号に変換し、連続的に検出す
る。図２に示した構成の映像表示装置の外部機器制御装置では、外部機器制御出力信号の
端子と入力制御信号の端子を入出力端子１５で兼用している。そのため、入力制御信号が
外部機器制御信号出力回路１２に加わらないようにダイオード１４で入力側と出力側の制
御信号を分離している。
【００３２】
　マイコン１１はＡ／Ｄコンバーター１３で変換された入力制御信号が設定された条件に
なったときに、プロジェクター装置１００を予め設定された動作状態にする。
【００３３】
　ここで、マイコン１１が制御する「プロジェクター装置１００を予め設定された動作状
態」とは、例えば、プロジェクター装置１００のランプの点灯制御や、映像信号のミュー
トや、入力信号の切り換えといった様に設計者が自由に決めることができる動作状態であ
り、特にプロジェクター装置１００の動作が限定されるものではない。また、本発明の実
施例１に係る映像表示装置の外部機器制御装置では、制御信号入力回路をＡ／Ｄコンバー
ターとマイコンを用いて構成するように説明したが、他の構成要素を用いて検出するよう
にしても問題はない。
【００３４】
　本発明の実施例１に係る映像表示装置の外部機器制御装置で制御信号出力回路と制御信
号入力回路を複数組有する場合は、１つの制御信号出力回路と１つの制御信号入力回路を
１組として、各々で外部機器に対する外部機器制御出力信号を発生する動作の実行および
禁止と、外部機器より入力される入力制御信号によってプロジェクター装置１００の動作
を制御する動作の実行および禁止を独立に制御することができるように構成してある。
【００３５】
　動作の実行および禁止の制御の方法としては、映像表示装置のメニューで選択するよう
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に構成することで容易に実現することができる。このように構成することで、１つの外部
機器制御装置の回路の組みを出力に設定したときでも、他の回路の組みを入力に設定する
ことができ、プロジェクター装置１００を中心としたシステム構成の応用範囲を広めるこ
とができる。
【００３６】
　また、本発明の実施例１に係る映像表示装置の外部機器制御装置では、外部機器制御出
力信号と入力制御信号の端子を兼用とした場合の構成について説明したが、これに限定さ
れる訳ではなく外部機器制御出力信号用と入力制御信号用にそれぞれ専用の端子を備える
ように構成しても良い。
【００３７】
　上記で説明したように映像表示装置の外部機器制御装置に制御信号出力機能に加えて制
御信号入力機能を設けることで、外部よりプロジェクター装置の動作を制御できるように
なるので、例えば、他の機器と一括してプロジェクター装置の電源のＯＮ／ＯＦＦ制御が
できるようになる。このように従来のスクリーンの展開／収納の制御だけでなく、照明や
カーテン、プロジェクター装置の制御などといったシステム的な制御が可能になるので、
使用者の利便性を大きく向上させることができる。
【００３８】
　（実施例２）
　図３は本発明の実施例２に係る映像表示装置の外部機器制御装置の構成の一例を示した
構成図である。図３では制御信号出力回路と制御信号入力回路を各１組有する場合の構成
を示している。なお、図１と同じ構成要素には同一符号を付し、詳細な説明は省略する。
【００３９】
　図３に示した映像表示装置の外部機器制御装置では、図１に示した映像表示装置の外部
機器制御装置と同じ構成要素を用いた構成であるが、外部機器制御出力信号を出力すると
きに同時に制御信号入力回路１６のＡ／Ｄコンバーター１３を使ってマイコン１１に外部
機器制御出力信号を入力するように構成している。
【００４０】
　外部機器制御信号出力回路１２には接続する外部機器に対して定格が決められており、
接続される外部機器が定格の範囲内であれば安全に使用することができる。ところが、使
用者がどのような仕様の外部機器をプロジェクター装置１００の入出力端子１５に接続す
るかは分からない。もし、使用者が定格から外れた外部機器を接続した時、条件によって
は外部機器制御信号出力回路１２に過電流が流れるなどして、回路の破損などの事故につ
ながる危険性がある。
【００４１】
　そこで、本発明の実施例２に係る映像表示装置の外部機器制御回路では、入力制御信号
を検出する構成要素を利用して、外部機器制御信号出力回路１２が外部機器制御出力信号
を出力している間は、Ａ／Ｄコンバーター１３とマイコン１１で外部機器制御出力信号状
態を監視するように構成している。
【００４２】
　定格から外れた外部機器、例えば、入力インピーダンスが小さい外部機器を接続された
場合は、外部機器制御出力信号の電圧が所定の電圧まで上がらずに電流だけが流れるので
、外部機器制御信号出力回路１２の電力損失が大きくなってしまう危険性がある。ここで
、Ａ／Ｄコンバーター１３とマイコン１１で外部機器制御出力信号の電圧値を監視するこ
とで、外部機器制御出力信号の電圧が所定の電圧まで上がっていないという異常な状態を
検出することができる。
【００４３】
　マイコン１１は外部機器制御出力信号が異常な状態であることを検出すると外部機器制
御信号出力回路１２に対して出力を停止するように制御するので、回路の破損などの事故
を回避することができる。
【００４４】
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　上記で説明したように映像表示装置の外部機器制御装置において、外部機器制御出力信
号の出力時に外部機器制御出力信号の状態を監視するように構成することで、外部機器制
御出力信号の異常な状態を検出することが可能となり、プロジェクター装置の信頼性を向
上させることができる。また、本発明の実施例２では入力制御信号を検出する構成要素を
利用して外部機器制御出力信号の状態を検出するように構成しているので、コストアップ
なしに実現できるという更なる効果もある。もちろん、外部機器制御出力信号の検出を専
用の検出回路を用いて行うように構成しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明にかかる映像表示装置の外部機器制御装置は、制御信号出力機能に加えて制御信
号入力機能を設けることで、外部よりプロジェクター装置の動作を制御できるようになっ
て使用者の利便性を大きく向上させることができ、また、出力制御信号の異常状態を検出
できる機能を設けることで、プロジェクター装置の信頼性を向上させることができるので
、プロジェクター装置を中心としたホームシアターシステム構築時などの用途に有用であ
る。
【符号の説明】
【００４６】
　１１　マイコン
　１２　外部機器制御信号出力回路
　１３　Ａ／Ｄコンバーター
　１４　ダイオード
　１５　入出力端子
　１６　制御信号入力回路
　３０　外部制御機器
　１００　プロジェクター装置
　１０２　スクリーン
　１１０　スクリーン１０２の展開収納装置
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